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初
詣
は
坪
沼
総
鎮
守
の
八
幡
様
へ 

◆
新
年
に
は
清
々
し
く
お
祓
い
を
受
け
ま
し
ょ
う

◆
月
に
一
度
は
神
社
に
詣
で 

家
族
の
平
安
と
幸
福
を
祈
り
ま
し
ょ
う 

    

ご 

挨 
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創
刊
号 

発
行
所 

坪
沼
八
幡
神
社
社
務
所 

代
表
者 

宮
司 

高
山
亮
榮 

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
字
舘
前
東
六
十
九 

電
話 

二
八
一
―
二
五
八
九 

発
行
日 

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日 

新しく銅板に吹き替えられた御社殿                        

今
年
も
い
よ
い
よ
押
し
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
年
末
年
始
に
向
け
何
か
と
お

忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
度
は
、
御
屋
根
葺
き
替
え
及
び
御
社
殿

修
理
改
修
事
業
に
、
特
段
の
御
奉
賛
御
協
力
を
戴
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
に
て
工
事
も
無
事
終

了
し
、
先
日
は
「
本
殿
正
遷
座
祭
」
を
滞
り
な
く
終
え
、

い
よ
い
よ
新
年
を
迎
え
る
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。 

今
般
、
此
の
報
告
を
兼
ね
、
以
前
か
ら
念
願
で
あ
り

ま
し
た
社
報
を
創
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
社
報
を
通
じ
、
氏
子
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と

し
て
神
社
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

今
後
は
、
「
感
謝
と
祈
り
」
を
中
心
に
、
特
に
古
か

ら
続
い
て
き
た
大
切
な
神
事
や
慣
習
な
ど
を
今
一
度

掘
り
起
こ
し
た
り
、
坪
沼
に
残
る
す
ば
ら
し
い
文
化
伝

統
の
護
持
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

更
に
は
新
た
な
創
造
に
よ
り
地
域
の
発
展
に
少
し

で
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
光
栄
で
す
。 

ど
う
ぞ
八
幡
大
神
様
の
大
い
な
る
ご
加
護
に
よ
り
、

新
年
が
麗
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上

げ
、
創
刊
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

■
新
春
の
行
事
に
つ
い
て 

元 
 

旦 

午
前
六
時
半 

元
旦
祭 

併 

家
内
安
全
家
運
隆
昌
特
別
年
頭
祈
願
祭 

引
き
続
き
午
前
七
時
〜  

初
日
を
拝
む
集
い 

一
月
十
五
日
午
前
六
時
〜
午
後
九
時 

 
 
 
 

（
日
） 

 
 
 

ど
ん
と
祭 

同
日
午
前
零
時
〜
暁
参
り
（
厄
祓
奉
仕
） 

■
御
祈
祷
の
ご
案
内 

要
予
約 

年
頭
祈
願
を
左
記
に
て
随
時
御
奉
仕
致
し
ま
す 

元 
 

旦 

午
前
零
時
〜
午
後
四
時 

一
月
二
・
三
日 

午
前
九
時
〜
午
後
四
時 

※
三
が
日
後
は
予
約
制
に
て
通
常
通
り
午
前
九
時 

〜
午
後
四
時
頃
ま
で
毎
日
御
祈
祷
を
行
い
ま
す 

◇
ご
家
族
や
個
人
の
御
祈
祷 

家
内
安
全･

身
体
健
康･

合
格
祈
願･

八
方
除
・ 

交
通
安
全･

心
願
成
就･

病
気
平
癒･

必
勝
祈
願
等 

◇
厄
祓(

厄
年
表
・
数
え
年)

早
め
に
お
祓
い
を
！ 

男 

二
十
五
・
四
十
二
・
六
十
一
歳･

･
･

本
厄 

女 

十
九
・
三
十
三
・
三
十
七
歳･

･
･

本
厄 

前
後
は
前
厄
・
後
厄
と
い
い
三
年
間
続
き
ま
す 

◇
会
社
や
団
体
の
祈
願 

商
売
繁
盛･

社
内
安
全･

安
全
祈
願･

合
同
厄
祓
等 

◇
年
末
の
お
祓
い
や
春
祈
祷
な
ど
の
お
日
待
ち
、 

神
棚
祭･

氏
神
祭･

家
祓･

地
鎮
祭･

ホ
テ
ル
等
で 

の
団
体
祈
願
等
出
向
祭
を
御
奉
仕
致
し
ま
す 



 
御

由

緒 

                        

御
屋
根
葺
替
及
御
社
殿
修
理
改
修
工
事
完
了
に
伴
う 

 

「
本
殿
正
遷
座
祭
」
厳
粛
に
斎
行 

去
る
十
二
月
十
七
日
、
暫
し
の
間
仮
殿
に
鎮
座
し
て

お
り
ま
し
た
御
神
体
を
、
装
い
新
た
に
美
し
く
整
え
ら

れ
た
御
本
殿
の
元
の
御
神
座
に
お
遷
し
す
る
最
重
儀

「
本
殿
正
遷
座
祭
」
を
、
氏
子
各
位
多
数
の
御
奉
仕
の

も
と
二
百
年
ぶ
り
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
天
候
が
非
常
に
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆

の
心
が
天
ま
で
届
き
穏
や
か
な
夜
と
な
り
ま
し
た
。 

 

午
後
二
時
か
ら
総
代
・
若
長
・
敬
神
婦
人
講
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
が
協
力
し
祭
場
を
整
え
、
準
備
万
端
午

後
五
時
、
七
十
名
程
が
参
列
し
、
祭
儀
が
執
行
さ
れ
ま

し
た
。
先
ず
修
祓
を
し
全
て
を
祓
い
清
め
、
祭
囃
子
の

「
御
霊
遷
し
」
演
奏
の
後
、
い
よ
い
よ
遷
座
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
白
絹
垣
に
囲
ま
れ
た
御
神
体
が
出
御
、
暗

中
静
粛
の
中
、
笙
の
音
に
導
か
れ
、
裃
姿
の
氏
子
代
表

ら
の
行
列
を
従
え
、
御
本
殿
に
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
神
饌
を
供
え
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、

代
表
の
玉
串
が
奉
奠
さ
れ
、
厳
粛
の
う
ち
に
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
直
会
を
盛
大
に
開
催
、
夜
遅
く
ま
で
宴
が

続
き
ま
し
た
。 

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
事
業 

今
後
の
予
定 

四
月
十
六
日
（
日
）
奉
祝
祭
引
き
続
き
祝
賀
会 

  

新
行
事
の
ご
案
内
（
別
途
御
案
内
配
布
） 

元
旦
祭 

並 

新
春
特
別
年
頭
祈
願
祭 

平
成
十
八
年
新
玉
の
歳
の
初
め
に
あ
た
り
、
新
年

を
言
祝
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁
栄
、
そ
し
て

氏
子
崇
敬
者
の
平
安
と
幸
福
を
祈
念
す
る
恒
例
の
元

旦
祭
に
併
せ
参
列
者
の
家
内
安
全
家
運
隆
昌
を
祈
念

す
る
新
春
特
別
年
頭
祈
願
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
大
神
様
の
廣
大
無
辺
な
る
御
加
護

を
戴
き
、
新
年
が
麗
し
い
佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

御
参
列
方
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
個
別
の
年
頭
祈
願
は
例
年
の
通
り
行
い
ま
す
。 

記 

一
、 

日
時 

元
旦 

午
前
六
時
半
（
六
時
〜
受
付
） 

二
、 

場
所 

八
幡
神
社
広
前 

三
、 

申
込 

参
列
自
由 

（
当
日
お
申
込
を
お
受
け
致
し
ま
す
） 

四
、 

引
き
続
き
「
初
日
を
拝
む
集
い
」
を
催
し
ま
す
。 

創刊号                 坪沼八幡神社社報         平成１７年１２月２５日 （２） 
祭
神 

 

応
神
天
皇 

神
功
皇
后 

仲
哀
天
皇 

武
内
宿
禰 

後
冷
泉
天
皇
天
喜
四
年
陸
奥
の
豪
族
阿
部
頼
時
乱

を
起
こ
し
朝
廷
源
頼
義
に
命
じ
て
頼
時
を
討
し
む 

頼
義
子
義
家
と
共
に
男
山
八
幡
宮
に
賊
徒
平
定
の

祈
願
籠
め
祠
官
に
請
ふ
て
神
像
を
奉
じ
て
東
征
し
各

地
に
賊
を
戦
減
す 

乱
平
ぐ
に
及
ん
で
坪
沼
の
邑
中
央
の
丘
に
社
殿
を

建
立
し
神
像
を
鎮
座
し
奉
り
一
族
の
将
を
根
源
舘
に

居
城
せ
し
め
地
方
鎮
撫
と
共
に
代
々
神
社
に
奉
仕
せ

し
め
た
り 

後
数
拾
代
世
は
戦
国
時
代
と
な
り
将
兵
の
多
く
は

帰
農
す
る
に
及
ん
で
村
落
の
鎮
守
と
仰
ぎ
天
台
宗
赤

石
山
圓
通
寺
頼
光
院
を
し
て
別
当
と
し
毎
年
八
月
十

五
日
祭
事
の
任
に
當
ら
し
む 

 

社
伝
云
々 

明
治
五
年
四
月
村
社
に
列
す
。
同
四
四
年
五
月
幣

帛
供
進
社
に
指
定
さ
れ
た 

 (

宮
城
県
神
社
名
鑑
よ
り) 

※
次
号
か
ら
、
当
社
の
御
祭
神
と
し
て
お
ま
つ
り
し

て
い
る
四
柱
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
様
を
詳
し

く
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す 

編
集
後
記 

こ
の
社
報
は
こ
れ
か
ら
も
折
に
触
れ
発
刊
し
、
当

社
の
お
祭
り
の
様
子
や
行
事
の
お
知
ら
せ
な
ど
を

お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。
社
報
が
皆
様
と
神
社
を
繋

ぐ
架
け
橋
と
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
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